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自伝 。評伝  (50音順)

【あ】

「愛のむこう側」    朝吹登水子 新潮社 1977年
1100円

“この深窓に育った娘は,彼女がどのように忌わしく,

怖ろしい戦争体験を通して生来の境遇から自らを解放し

て一人の自由な女性になったか,ま たこの作品がわれわ

れに啓示する素晴しい作家になったかを物語る"(シ モー

ヌ・ ド・ボーヴォワールの評)仏文学者である著者の自

伝的小説。                〔0358〕

「アガサ・クリスティー自伝」 アガサ・クリステイー

乾信一郎訳 1981年 各2000円

自己を語らないことで有名なクリスティニがついにその

. ベールを脱いだ。古きよきヴィクトリア朝の一少女がい

。…_,か にして探偵作家として大成したか。ポアロの誕生,失

踪事件の背景など,10年をかけてかかれた自伝。

」L  〔0384〕   T   〔0385〕

「アナイス・ニンの日記―ヘンリーミラーとパリで」

アナイス・ニン 原真佐子 河出書房新社 1974年
2200円

アナイス・ニン (1903～ 1977)。 本書は1931年から1934

年までのニジの日記である。ニンは,n才のときから数

十年にわたり膨大な量の日記を書きつちる。アナイス・

ニンの作品を論じるなら,ま ずニンの日記からはじめる

ことであるといわれるほど,ニ ンの日記は重要なウェイ

卜を占めている。 〔0209〕

「あなたに似た人一n人の女の履歴書」 澤地久枝

文芸春秋 1977年 980円
フラメンコに憑かれた女―長嶺ヤス子,あ る国際結婚女

性の生き方一胡暁子,母なるものを問う一石牟礼道子,

「火宅の人」との30年の葛藤一壇よそ子など。 〔0301〕

1,000円 以下の場合
1,001円 ～ 3,000円の場合
3,001円 ～ 5,000円の場合
5,001円 ～10,000円の場合

10,001円以上の場合

「阿部定―昭和11年の女」 粟津 潔 井伊孝郎

田畑書店 1976年 1300円

待合で殺した愛する男の性器を切りとった情痴の果ての

猟奇事件をおこした阿部定の評伝。予審調書を資料とし

て娼妓・女給・妾と転々とした女の生涯を描く。〔0276〕

「あめゆきさんの歌―山田わかの数奇なる生涯」

山崎朋子 文芸春秋 1978年 850円

心ならずもアメリカの1呂館街に身を沈めねばならなかっ

た不幸な境遇から脱出,大正 。昭和前期に日本で女性解

放運動家に変身をとげた山田わかの生涯を描く。その名

を近代女性史に復権させた評伝。       〔0228〕

「あめゆきさんの歌」 山崎朋子 文芸春秋 文春文庫
1981年 340円 〔0345〕

「嵐の中のささやき」 長谷川テル 高杉一郎訳・解説

新評論 1980年 1200円

日中戦争の時代に中国の抗日陣営でたたかいぬき解放の

暁をみることなく死んだ反戦エスペランティストの半生。

〔0387〕

「アリラン峠の女一ある朝鮮女性革命家への回想」

高崚 石 田畑書店 1974年 1400円

朝鮮革命のためにたたかい,李承晩政権のリンチによっ

て殺害された女性革命家金師任の短い生涯をその夫が回

円

円

円

円

円

想する。

「ある遍歴の自叙伝」

〔0278〕

帯刀貞代 草土文化 1980年
1500円

島根の代用教員から結婚問題で家出,労働運動に入り,

労働女塾の経営,二度の入獄,転向等,様々な苦難の中

から,労働婦人運動や思想を追求 し続けたすぐれた近代

女性史研究家の告自である。
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_   【い】

「家の手紙一富岡日記の周辺」 真田淑子
‐

ドメス出版
19"年 15∞円

争曲八橋流の家に残る手紙を公刊。信州の小さな城下町

松代でこの一族が維新を迎え,どぅ対処 し,ど う明治を

生きたかを知る上で,ま た一地方の風俗史として価値が

ある。「富岡日記」の著者和田英も登場する。 〔0372〕

「生きて行く私 上」 宇野千代 毎日新聞社 1983年
各 980円

常にためらわずに行動し,ひたむきに前を向いて歩いた
85年の足跡を数々の名作を生んだ女性作家自身がつづる

自伝。尾崎士郎,東郷青元,北原武夫らとの愛の遍歴な
ど。

「生きて行く私 下」

ご参照下さい。

「伊藤野枝全集 下」

〔0355〕

〔0356〕

〔0246〕

1970年 1800円

「石川節子」   澤地久枝 講談社 1981年  980円
命を賠けて詩人石川啄木を愛し,そ の生活を支えた妻節
子の生涯を描く。 〔0298〕

「一本の樫の木一淀橋の家の人 」々 岡屋綾子
日本基督教団出版局 1981年  1500円

キリスト教を根底にして西欧精神に出会い, 日本を転回
すべく生涯をかけた森家の人々を身内 (森有正 。1976年
パ リで客死の哲学者は著者の兄)の眼で描く。著者は日

本 TヽCAで平和問題を中心に活躍中。    〔0347〕

「市川房枝自伝一戦前篇」 市川房枝 新宿書房
1974年 2400円

“母の女の悲しみは私の小さな身体にしみついた。なぜ

女は我慢しなければならないのか,なぜ女に生まれたの

は因果なのか,私のそれからの長い人生は母の嘆きを出

発点に選んでしまった。“という言葉ではじまる自伝 (明

治26年～昭和20年 8月 )著者の足跡はそのまま,日 本の

婦人運動史となっている。          〔0273〕

「市川房枝というひと-100人の回想」 市川房枝という

ひと 刊行会編 新宿書房 1982年  2000円
女性解放 。政治浄化に一生を捧げた市川房枝の人間像を

浮きぼりにする。関わりのあった人 1々00人の回想集。

「伊藤野枝全集 上」

〔0319〕

伊藤野枝 学芸書林 1970年
16∞円

伊藤野枝の創作集。巻末に,伊藤野枝小伝―井手文子
対談 。自分を生きた人一瀬戸内晴美・秋山清があり,野
枝研究の参考になる。「自由 それは私自身」〔0220〕 も

詩・随筆などを収録。解説対談一多田道太郎 。秋山清

〔0247〕

「今を盛りのいい女列伝」 山下勝利 アシーネ
1983年  1600円

週刊朝日に連載中の30代の歌手 。女優などの人物像37人。
‐             〔8051〕

【え】

「エミリ・ディキンスンー愛と詩の殉教者」 岩田典子

創元社 1982年  1800円

南Jヒ戦争のころのアメリカで隠遁の暮らしをしながら愛

と反逆,自然と死をうたった詩人ディキンスンの生涯を

描 く。古今を通して英語で詩を書いた最大の女流詩人と

評され,“新しい女"の先達として見直されている。

〔0326〕

「工′ヽ 。
今Pン

 奉菖層誘裳

」

新通是

ン

島:】犀

ン
歪00円

アルゼンチンの神話エビータの生涯を描く。美貌と権ヵ

と人気の絶頂の中,ガ ンで倒れたェパ .ペロンの人生は,

私生児,貧困,女優,大統領夫人と波瀾にとんだ短い33

才の生涯でぁった。             〔0365〕

【お】

「老いては子に従わず」 与謝野道子 1983年  1000円

与謝野鉄幹・晶子夫妻の次男の外交官と結婚した著者は,

嫁・妻 。母の役割を終えて与謝野道子個人として今ひと

り暮しを実践。波乱にとんだ自分史。    〔0390〕

「女絵かきの誕生」  丸木 俊 朝日新聞社 1977年
940円

原爆の図,ひ ろしまのピカの制作者が語る自叙伝。

〔0337〕

「女教師―美しき惑いのあなたへ」 高柳美和子

あゆみ出版 1980年  1200円

少女期から青年期に戦争を体験し,戦後教師としての30

年間を過ごしてきた著者が半生をふりかえる。われ教師

であることを悔やまず。美しい性を生きる私の座標軸―

太平洋戦争他。               〔0230〕

「おんな三代―関東の被差別部落の暮しから」

ガヽ林初江 朝日新聞社 1981年 880円

土地をもたない最下層の農村社会に属し,被差別部落と

いう苦しみの中で生きてきた,おんな三代の暮らしを三

代目の娘である著者がつづる。著者は,高校教師で解放

に向って立ち上がり,わが家の歴史としてこの本を著わ

す 。 〔0213〕

「女として科学者として」 猿橋勝子 新日本出版社
1981年  1200円

数少ない女性科学者として40年間国立研究所で研究を続

けてきた著者が今日までの足跡を語る。地位の低い女性

科学者の今後と平和の問題も語る。     〔0215〕

「女の海溝―トネ 。ミルンの青春」 森本貞子

文芸春秋 1981年 1700年

明治初年に来日して,日本の地震学の草分けとなったイ

ギリスの学者ジョン・ ミルンの妻, トネの生涯を描く。

明治初期の函館の市民生活や日本の近代化に大きな役割

を演した招聘外国人教師たちの日本での活動・生活を知

る上でも役立つ。              〔0368〕

「女の地平から見えてきたもの一女性記者の自分史」
岸野淳子 田畑書店 1980年 1500円

新聞記者としての16年間の自分史を女性解放に向けて語

る。戦後民主主義が切り捨ててきたものを捨い直し,差

別され抑圧されてきた女の地平から社会をみる。〔0222〕

「女ひと筋の道T出版人の妻 。研究者として」

逸見久美 オリジン出版センター 1981年 2000円

与謝野晶刊 究者の半生の記録。      〔0227〕

「女一人の約束」 黒木ハマ

日本エデイタースクール出版部 1981年 1500円

満鉄タイビストとして,大正 9年より社会に出た著者は,

父親の負債を負って働きつづけ,昭和史をゆるがした張

作慕爆死,満州事変勃発を体験。秘密文書のタィプ,暗

号解読などにかかわりをもつ。激動の時代を生きたひと

りの女の貴重な歴史を語る自伝。 〔0381〕
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【か】

「母さんに花を一山家和子と母親運動」 米国佐代子
ドメス出版 1981年  1300円

山家和子 (やんべかずこ)と 母親運動のかかわりを山家
和子の個人史を通して追う。PTAから子どもを守る会,

地域から母親運動へ,いま,軍国主義化に抗して他。

〔0229〕

「母ちゃんが書いた一お前たちに遣す私の歴史」
辻 アイ 未来社 1980年  1200円

筆をとってものを書くということなど,一度も経験のな
かった64才の著者が書いた自分史。名もない底辺に生き
る女性が,残 らず口を開き自分の歩んできた人生を語る
とき,自 分の生涯もまったく無意味でなかったことを発
見する。 〔0370〕

「貝がらの町―声なき人びととの出会い」 小林 トミ
思想の科学社 1980年  1500円

安保闘争時に,戦後市民運動の原点となった「声なき声
の会」の旗をもって歩きはじめた著者はどのような少女
時代を過ごしたか,画家の眼と少女の心でつづった自分
史。                    〔o361〕

「鏡の中の錯乱―受難の女性詩人 シルヴィア・プラス」
水田宗子 静地社 1981年  3000円

シルヴィア・プラス (1932年 -1963年 )の詩人としての
名声は,1963年 の自殺によリー層高まり,近年フェミニ
スト詩人からも支持を得ている。本書は,詩選の翻訳と
著者のシルヴィア・プラス論から成っている。 〔0362〕

「陽炎の記―女ひとり嵯峨野に生きて」
前直指庵主 広瀬善順尼 PHP研究所 1981年  1200円
直指庵の「想い出草」につづられた女たちの悩みに耳を
傾けた日々。今ひとり,嵯峨野を離れ京の西に庵をむす
ぶ。静かにこの世相を見据える庵主が語る自伝的エッセ
イ。 〔0378〕

【き】

「聞書 ひたむきの女たち一無産運動のかげに」

戦前の社会労働瑾雪留欲乱j型謹琶認tg鷹じまし♀嬰燿
ちの足跡を聞き書きによって記録。     〔0203〕

「きのこ学騒動記一学問と主婦事情」 四手井淑子
海鳴社 1983年  1500円

専門教育とは無縁の一主婦が茸に魅かれ,菌類学に深入
りしていく。研究 。子育て,母子・夫婦間の生き方の相
違と,軋探を率直につづり,研究者であることと生活者
であることの埋めつくせない間隙を描写し興味深い。

〔0179〕

「奇妙な果実―ビリー・ホリディ自伝」 ビリー・ ホリ
ディ 油井正一 。大橋巨泉訳 晶文社 1971年  1200円
ビリー・ホリディは1915年生まれのジャズ史上最高の黒
人女性ジャズ 。シンガー。人種差別・麻薬所持罪で入獄
など苦悩にみちた生涯を描く自伝。      〔0329〕

「キャリア・ ウーマン 私の道」 税所百合子
サイマル出版社 1979年  980円

第 6号 “女性論" p4を ご参照下さい。  〔0485〕

「十ュリー夫人伝」 エーヴ 。キュリー

川口 篤 。河盛好蔵他訳 白水社 1968年  1500年
キュリー夫人の次女エーヴがその母の苦難にみちた輝か
しい生涯をつづる。 ステリアスに究明する評伝。 〔0321〕

「銀のしずく降る降る」  藤本英夫 新潮社 1973年
980F]

金田一京助が“私が逢ったアイヌ最後の最大の叙事詩人"

と讃えた知里幸恵の薄命の生涯を記録。    〔0269〕

【く】

「草餞(く さずえ)一評伝大田洋子」 江刺昭子
大月書店 1981年 1400円

原爆作家大田洋子の言判云。著者は女性作家の誕生と悲惨
を大田洋子に託して語る。田村俊子賞受賞作。 〔0241〕

「九津見房子の暦―明治社会主義からブルゲ事件へ」
牧瀬菊枝編 思想の科学社 1975年  1200円

明治39年山川均と出会い九津見房子は社会主義の思想に
目覚める。日本の社会主義の生い立ちを彼女自身が体験
してきた。半世紀をこえる活動史が聞き書きによって編
集されている。 〔0291〕

「廓のおんな」 井上雪 朝日新聞社 1980年 1200円
金沢の東廓の全盛期に名妓と謳われ,今女将として,芸
の伝統を守る80余年の生涯を描く。     〔0279〕

「軍靴の音よさらば―ある戦争未亡人の一生」
清水鶴子 未来社 1982年 1300円

夫はフィリピンで戦死,愛児,弟 も病死。空襲ですべて
を失ない,幼ない娘をかかえて貧困と病気とたたかいな
がら,ひたすら戦後を生きつづけた無名の戦争未亡人の
生活記録。平和を願い次の世代に語りかける。 〔0311〕

【tプ】

「元始 。女性は太陽であった 全 4巻」 平塚らいてう
大月書店 1972年 -1973年 各1500円

平塚らいてう自伝。
l 上巻「青軽」創刊まで
2 下巻 青踏時代
3 完結篇 母性保護の火はもえて
4 続篤 戦後

【こ】

「恋の華・白蓮事件」   永畑道子 新潮社

〔0216〕

〔0217〕

〔0218〕

〔0219〕

1982年

1500円

聞き書きや新資料発掘を通して白蓮事件の実像に迫る。

〔0323〕

「荒野に呼ぶ声―女性収容所列島」 雫下とみ

社会評論社 1976年  1200円
終戦後,天涯孤独の身で眼を患い “婦人保護施設"に収
容される。この女収容所での 5年間の体験をもとに福祉
という美名のもとに人間を抹殺していく施設を告発し,

底辺に生きるひとりの女の赤裸々な生活記録。 〔0266〕

【さ】

「雑草のことく」 高田なほ子 ドメス出版 1981年
1900円

著者は1905年福島に生まれる。25年間の教壇牛活を経て,

12年間 参議院議員。社会党婦人局長, 退職婦人教職員
(職婦教)会長などを歴任した著者の自伝。  〔0282〕

【し】

「詩人の妻―高村智恵子ノー ト」 郷原 宏 未来社
1983年 1600円

智恵子伝説を解読する。詩人とその妻の関係の真相をミ
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「シネマ人間紀行」  高野悦子 毎日新聞社 1982年
1500円

現在岩波ホール総支配人として活躍中の著者が,映画と

ともに歩んできた道を語る。映画好きの著者は監督修業

にパリに留学,それ以来多彩な芸術と人とのネットワー

クをもつ。 〔0380〕

「地面の底がぬけたんです―ライ患者の50余年の病苦と

の闘い」 藤本とし 思想の科学社 1974年 1200円

著者は18才の時ライ患者の宣告をうけた。それはまさし

く “地面の底がぬけた"こ とであつた。以来50余年の病

苦との闘いは想像を絶するものである。本書には人間の

生の叡知を学びとらせるものがあふれている。 〔0292〕

「シモーヌ・ヴェイユ入門」 M・ M・ ダヴイ

田辺 保訳 勁草書房 1968年 1500円

シモーヌ・ヴェイユの精神的遍歴の軌跡を明確にとらえ ,

ヴェイユが自党的に追求した内的使命の本質を探る。

〔0250〕

「シモーヌ。ヴェイユの生涯」 大木 健 勁草書房
1968年 1700円

シモーヌ。ヴェイユは1943年 に34才で死去したユダヤ系

フランス人。彼女の死後,戦後に書き残された著作が発

表され,新時代に光明を与える英知にみち,新 しい思想

家が登場したような思想界で評価をえた。大戦中亡命し

たイギリスのサナトリュームで客死した婦人思想家の生

)重。                                         〔0251〕

「自由おんな論争一高群逸技のアナキズム」 秋山 清

思想の科学社 1973年 900円

女性史研究を生涯をかけてやりとげた高群逸技のもう一

つの面,ア ナキズムを昭和初期の女性論争を追って明ら

かにする。 〔0290〕

「自由・それは私です―評伝 。伊藤野枝」 井出文子

筑摩書房 1979年 800円

野枝の生前は,彼女の評価は否定的であり,良家の子女

の集団であった大正期の婦人運動家の中では異質の存在

であった。ひたむきに生き,戦い28才の若さで散った野

枝を追跡した評伝。 〔0220〕

「自由と解放へのあゆみ一大阪の婦人運動の草分け」

松本員枝聞き書きの会編 ドメス出版 1300円

松本員枝 (1899年生まれ)は大阪の婦人運動の草分け的

存在。大正デモクラシー,侵略戦争反対運動,戦後の女

性解放運動にかかわる。彼女の歩みを聞き書きにより記

録したもの。巻末に大阪の婦人運動年表をのせている。

〔0330〕

「女優貞奴」   山口玲子 新潮社 1982年 1200円

明治の元勲たちの籠を受けていた芸者貞奴が,米国に巡

業後女優貞奴としてデビュー。男優社会の中で女優の先

駆となった貞奴の評伝。 〔0318〕

「ジョルジュ・サンド」 マリー・ルイーズ。フォンタナ

持田明子訳 リプロポー ト 1981年 2800円

生涯を恋と革命に生きたサンドとその時代を膨大な書簡

をとおして浮き彫りにする。

「修羅一家元制度打倒」 花柳幻舟 三一書房 1981年
980円

「家元制度は即ち天皇制,家元のその家元は天皇です」

と主張し,打倒家元制度を世に訴えるため,闘争の一つ

として非合法手段の行動をとった著者が語る生いたちと

闘争の記録。 〔8052〕

「人生は,ガタゴト列車に乗って」 井上マス 書苑
1983年 980円

人気作家井上ひさしの実母が書いた半生記。戦中戦後を

女手ひとつで二人の子を育て,行商 。建設現場の賄い婦,

屋台引きと苦労を重ね,その後東北釜石でパーを開業し

て30年を迎えて,ま すます活躍中の著者の半生記。

〔0377〕

【す】 【せ】 【そ】

「過ぎたれど去らぬ日々」 寿岳章子 大月書店
1982年  1200円

著者の少女期の日記抄。太平洋戦争突入前の戦時色強め

る社会情勢の中で女学校時代を送る。反戦 。男女差別社

会への批判 など社会意識が高い。寿岳文章 。しづ夫妻

(著者の両親)の生活信条が女学生の著者に投影されて

いる。話題の日記抄である。少年少女たちにも読ませた

い本である。                〔0238〕

「青春の挫折」 シモーヌ・ボーヴォワール

朝吹三吉・朝吹登水子訳 人文書院 1981年  1700円

少女時代の自らをモデルに思春期の危機と破滅を描く。

〔0348〕

「祖母,わたしの明治」 志賀かう子 北上書房
1982年  1500円

明治期の岩手に育ち,初の女医となった志賀ミヱの厳し

くも清冽な生涯。             〔0391〕

【た】

「だいこんの花―市川房枝随想集  I」  市川房枝

新宿書房 1979年  1200円

身辺雑記 。議員生活 。国際交流想い出の人々など自ら語

る。 “だいこんの花"と は市川房枝のニックネームであ

る。「野中の一本杉―随想集 E」 〔0271〕 もご参照下さい。

〔0272〕

「高群逸枝」 鹿野政直・掘場清子 朝日新聞社
1977年 1200円

女性史の先駆者,高群逸枝の愛と思想の遍歴を夫憲三と

の稀有な夫婦像を軸に著者夫妻がぼう大な資料をもとに

描く評伝。「わが高群逸枝 上下」〔0265,0332〕 もご参

照下さい。                〔0200〕

「高群逸枝とポーヴォワール」 高良留美子 亜紀書房
1976年 1500円

高群逸枝は「女の歴史」 を中心に, ボ=ヴ ォワールは

「第二の性」を中心に論じられている。序章一二人との

出会い,終章―女性解放のためにが興味深い。 〔0201〕

「高群逸枝と柳田国男一婚制の問題を中心に」

村上信彦 大和書房 1977年  1400円

本書は,柳田をひきつぐ民俗学やいまだまともに女性史

と取り組もうとしない歴史学への挑戦の書である。在野

の女性史家としておし通してきた著者の精神の自立性が

光る (毎 日新聞評より)著者村上信彦氏は,10月 31日 に
_〔 0338〕

櫛田ふき 草土文化 1978年
1300円

日本婦人団体連合会の会長として活動している著者の自

伝。婦人運動の流れと想い出の人 1々著者の足跡など。

〔0350〕

「旅路一自伝小説」  藤原てい 読売新聞社 1981年
二́ ,   980円

敗戦の苦しみ・体験をつづつた超ベス トセラー「流れる

星は生きている」の著者が30年ぶりにつづる女の半生記。

女学校時代の思い出・夫新田次郎の急死など。 〔0376〕

琴充kさんの足音」



第 9号 1983年 12月 15日 ウ ィメ ンズ ブックス

「田村俊子とわたし」 丸岡秀子 ドメス出版 1977年  |
1400円  |

昭和11年から昭和13年までの俊子との手紙をもとに俊子 |
像を描く。 〔0304〕   |

「丹野セツー革命運動に生きる」 山代巴・牧野菊枝編

勁草書房 1969年  2000円
日本の労働者解放運動の黎明期に育ち今日まで権力に抵

抗 しつづける丹野セツを描く。丹野セツを育てたものは

何か,そ の生きてきた時代の思想をも追究する。〔0260〕

【ち】

「チャイナタウンの女武者」 M.H.キ ングストン

藤本和子訳 晶文社 1978年 1500円
アメリカに生まれた中国人女性が,二つの文化の狭間で

過ごした少女時代。家庭においては女の子,外では中国

人であることによって二重の差別をうける。  〔0328〕

「丁玲の自伝的回想」 丁 玲 中島みどり編訳

朝日新聞社 1981年 920円
丁玲は,1904年生 まれの現代中国の代表的女性作家。
1928年より作家活動開始,新中国成立後,三度にわたり

批判され以後20年余りの空白期を経て,1979年に名誉回

復 し現在も活躍中。丁玲の苦難の遍歴と革命期の文芸界
を明らかにする貴重な記録。        〔0274〕

【て】

「定本 富岡日記」    和田 英 倉1樹社 1976年
1300円

近代日本資本主義の胎動期に製糸女工として働いた和田

英は,記録することが少なかった当時の女性としては珍

しく覚めた眼で富岡製糸工場を記録している。 〔0297〕

「手さぐりの幸せ」 浅香光代 海竜社 1983年
1100円

9才で役者修業の道に入り,14才で女座長一大衆演劇の

スターの座を保ちつづけた女役者の白塗りの化粧に秘め

られた愛と涙のたたかいの自伝。       〔0354〕

【と】

「峠ふところの村」  今井あい 東京書籍 1979年
880円

大正期の信州諏訪,峠路の村の生活と風物を書きつづっ

た生活体験。日々のくらし。女の仕事, しきたりと躾,

四季の労働など庶民の自分史。        〔0357〕

「とくと我を見たまえ一若松賤子の生涯」 山口玲子

新潮社 1980年 1000円
若松賤子は会津成辰戦争で父母と死別し運命の転変の末,

明治女学校と「女学雑誌」を主宰する夫巌本善治と旧弊
な社会通念と聞い,職業による女性の自立を初めて提唱

した。また「小公子」をはじめて日本へ紹介した。32年

の短い生の軌跡をつづる。 〔0202〕

【スI】

「泣いて愛する姉妹に告ぐ―古在紫琴の生涯」
山口玲子 草土文化 1978年  2800円

樋ロー葉と並び称され,福田英子らとともに女権論者と
して歩んだ紫琴の評伝。 〔0352〕

「内助の功をあきらめて」 広中和歌子 講談社
1981年 800円

第 6号 “女性論" p.9を ご参照下さい。  〔0491〕

「ナナカマ ドの挽歌」 秋庭ヤエ子 恒友出版 1983年
900円

19才の若妻が母子心中の罪業を背負って逆境を生き抜い

た手記。30万読者の共鳴を呼んだといわれる地獄を見た

母の愛と痛恨の手記。この手記は映画化された。〔0262〕

「ナナカマ ドの挽歌 続―明日あればこそ」
秋庭ヤエ子 恒友出版 1200円

「ナナカマドの挽歌」を出版後全国から寄せられた手紙,

講演会など折りにふれつづったものがまとめられている。

〔0263〕

「鳴潮のかなたに一伊号第67潜水艦とその遺族」
山1奇朋子 文芸春秋 1983年 1100円

太平洋戦争の直前に遭難した伊号第67潜水艦,そ の乗湘l

員の母・妻・子供の人生 ドラマをその艦長の娘である著

者が綴る。

【に】

「日系女性立川サエの生活史」中野 卓編著

〔S034〕

御茶の水書房 1983年 2500円

立川サエは現在ハワイ在住の日系女性。浄土宗の開教師
との写婚結婚で1911年ハワイに渡り,夫の死後60年にわ
たる苦難の生活史。明治期の移民史を知る上でも,日 系

女性の生活史としても意義がある。

「三度生まれて一ある養女の心の旅」

〔0320〕

ベティ・ リフトン サイマル出版会 1983年 1300円

自らの出生の秘密の解明に乗り出し,すでに再婚した実

母に再会する中で,確実な自己を築くまでの半生記。米

国の養子たちの間で “私はだれ"を知る権利の高まりは,

血縁関係に似せた養子制度ではなく,む しろ豊かな養子

制度をつくる方向に動いている。 〔0322〕

「女人 吉尾信子」  吉武輝子 文芸春秋 1982年
1300円

同性愛を至純なものとして追い求め,小説を書くことに

よって女の自立を実証した女性作家吉屋信子の評伝。

“女が女にやさしくあり合わねば"と いう吉屋信子の言

葉が著者に語りかける。 〔0343〕

【オЭ】

「年譜の行間」    佐多稲子 中央公論者 1983年
1300円

女性作家佐多稲子の自伝。幼い日の想い出,貧 しさに耐

えた少女時代,結婚,破局,そ して作家に。  〔0331〕

【の】

「野中の一本杉一市川房枝随想集 Ⅱ」 市川房枝

新宿書房 1981年 1400円

青春の遍歴・婦選運動時代(戦前 。戦中)。 婦人参政権の

実現と戦後。私は野中の一本杉など。「だいこんの花―

随想集 I」 〔0272〕 もご参照下さい。     〔0271〕

【は】

「廃娼ひとすじ」  久布白落実 中央公論社 1981年
460円

蘇峰・蔵花の姉音羽を母として生まれ,大叔母矢島牌子

(明治女子教育の先覚者)の女子学院に学び,そ の後日

本基督教婦人矯風会を中心に廃娼運動に捧げた89年の生

涯を語る自伝。 〔0306〕
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「長谷川時雨一人と生涯」 長谷川仁・紅野敏郎編

ドメス出版 1982年  1500円

雑誌「女人芸術」 (1923年 創刊)を出版し, 女性作家を

育てた長谷川時雨の人物像を時雨と縁の深かった人々の

思い出によって編集し,長谷川時雨論―紅野敏郎などが

収められている。 〔0329〕

「花をもつ女―ジュデイ・ シカゴ自伝」 ジュディ・シ

カゴ 小池一子訳 パルコ出版 1979年  1700円

ウエス トコーストで活躍するフェミニズム・アー トの旗

手ジュディ・シカゴの自伝。1979年 <デ ィナー・パーテ

ィ>と 称する展覧会がサンフランシスコで催され大盛況

であった。 〔0285〕

「母親がかわれば社会がかわる一川崎なつ伝」 林 光

草土文化 1978年  1200円

婦人解放運動,日本母親大会で活躍した川崎なつの77年

の足跡を聞き書きと諸資料で構成。 〔0351〕

「母と子の絆一エリザベス・サンダース・ホームの30年」

沢田美喜 PHP研究所 1980年  1100円

不幸な戦争が生んだ多くの混血児たちを育てつづけた,

大いなる母沢田美喜の遺筆 (本書を残して客死)。 〔0346〕

「ヴァージニア・ウルフ伝 IoⅡ 」

クウェンディン・ベル 黒沢茂訳 みすず書房 1976年

本書は評伝ではなく,伝記的な事実にもとづくウルフの

生涯の忠実な記録として著わされている。
2800F3  〔0386〕

3800Fl  〔0387〕

I

´
Ⅱ

「晩香城 (バ ンクーバー)の愛―田村俊子と鈴木悦」

工藤美代子 S・ フィリップス ドメス出版 1982年
1900円

大正文壇で華々しく活躍した田村俊子はある日突然鈴木

悦を追ってカナダに渡り18年間ともに過ごす。カナダ在

住の著者が俊子・悦の旧知を尋ねてつづる俊子像。

【こ丼】

「ひたむきに生きて」  塩沢美代子 遣1元社 1980年
1000円

青春時代を繊維労連の書記として過ごした著者。働く女

性たちに婦人労働問題を語る。著者には「ひとり暮しの

戦後史」 (岩波新書)があるが絶版である。  〔0307〕

「火の国の女―高群逸枝」 河野信子 新評論 1977年
1400円

評伝 。高群逸枝,女性史の方法覚書,婦人解放論のなか

の近代とその超克―高群逸枝とリブ他。    〔0205〕

「ひとす しの道 全 3巻」 丸岡秀子 偕成社 1983年

各 950円

生後まもなく母親と死別後,逆境の涙にたえ苦悩を抱え

て学び,自立を求めて生きる主人公恵子。女工として働

きに出た親友常と高等女子師範に学び教師として自立し

ていく恵子。婦人運動に半生をかけてかかわってきた著

者丸岡秀子がライフワークとして執筆した自伝小説。

① 誕生―小学校時代

② 高等女学校時代

③ 高等女子師範時代一自立への旅

〔0373〕

〔0374〕

〔0375〕

「平塚らいてう」   小林登美枝 大月書店 1977年

1500円

平塚らいてうへの傾倒と情熱によって書かれたらいてう

の真実の姿をとらえる評伝。らいてう評伝の定本となる

だろうと評価されている。らいてうの生いたちから自己

を確立して「青緒」を発刊するに至る過程が中心に語ら

れている。                〔0243〕

「平塚らいてう」   小林登美枝 清水書院 1983年
460円

平塚らいてう自伝「元始 女性は太陽であった」の編集

に携った著者がらいてうの入門書として執筆。 〔0371〕

【ら、】

「 <風流夢諏>事件以後―編集者の自分史」 中村智子

田畑書店 1976年  1200円

深沢七郎の「風流夢講」が投じた衝撃と波紋―この事件
により天皇制論議をタプー化させることになった当時の

編集者が内部から証言する。 〔0226〕

「福田英子―婦人解放運動の先駆者」 村田静子

岩波書店 1959年 380円

「妾の半生涯」の福田英子は自由民権運動,婦人解放の

先駆者として評価されているが,輝かしい名のかげにか

くれた一人の女福田英子像をも描く評伝。  〔0237〕

「富士日記 上 。下」 武田百合子 中央公論 1977年

夫武田泰淳と富士山麓で過ごした13年間 (昭和39年から

昭和51年)の質実な生活の記録。田村俊子賞受賞作。

上 1200円〔0299〕 下 1100円 〔0300〕

【ほ】

「ポーヴォワール」 セルジュ・シュリエンヌ・カフィエ

岩崎 力訳 人文書院 1967年 1300円

“私について書かれた最も優れた書"と ポーヴォワール

自身も認めた評伝。 〔0340〕

「ポーヴォワールー自身を語る」 ポーヴォワール

朝吹三吉・朝吹登水子訳 人文書院 1980年 900円

映画(1978年 制作)「ポーヴォワールー自身を語る」のテ

キス ト完訳版。 〔0206〕

【ま】

「マザーテレサーすばらしいことを神さまのために」
マルコム・マゲッリッジ 沢田和夫訳 女子パウロ会

1971年  650円

マザー・テレサの人柄と愛の事業を描く。  〔0349〕

「マザーテレサとその世界」 千葉茂樹 女子パウロ会

1980年  700円

マザーとその働きをインドに取材し,世界ではじめて ド

キュメンタリー映画にまとめた日本人スタッフがマザー

の精神を語る。 〔0316〕

「マリリン・モンロニ 上」 中田耕治編
:三二書房

1974年 1800円

今世紀最大の女優モンローの生涯を内外の諸資料を網羅

して ドキュメント構成する世界初のモンロー全集。

〔0363〕

「     〔0364〕「マリリン。モンロー 下」
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「マルクスの娘たち」 ヴォロビゴヴァ,シ ネリニコヴァ
: 岩上淑子訳 ,大月書店 1979年 :“00円

マルクスの二人の娘たちにとってマルクスは立派な父親
であり,友人であり教師であった。またマルクスの娘た
ちはマルクスの信頼しうる真の闘士でもあった。その三
姉妹の生涯を描く。 〔0244〕

「マルクス夫人の生涯」 ゥィノグラドスカヤ  ・
嶺 高志訳 大月書店 1973年 1500円

1814年生まれのィ■ニーはマルクスと結婚。マルクスの
理論と運動の最大の理解者として生涯の伴侶となる。そ
のマルクス夫人の生涯を知ることは,マ ルクス研究の手
がかりとなろう。 〔0240〕

【′
'】

「未完の女―リリアン・ヘルマン自伝」
リリアン・ヘルマン 稲葉明雄。本間千枝子訳 平凡社

1981年 1800円

女性劇作家リリアン・ヘルマン (現在78才)の自伝。こ
の自伝がそのままアメリカ文化史の一部をなしている。
ウーマン・ リプの先駆者リリアン・ヘルマンの若き日の
飛翔ぶりはどんな風であったか興味深い。 :〔 0207〕

【む】          _
「娘時代」 シモーヌ。ボーヴォワール 朝吹登水子訳

_  紀伊国屋書店 1961年 1200円
ボ~プォワールの幼年時代から娘までの回想記。〔0347〕

「胸を張って生きなさい一娘に贈る私の前向きの人生」
藤本続紀子 主婦の友社 1983年 980円

作家藤本義一夫人の第二作目,著者の自伝風エッセイ。
〔0369〕

「メアリ・ウルストクラーフトの思い出―女性解放思想
の先覚者」 ゥィリアム・ゴドゥイン ‐

白井 厚・売子訳 未来社 1970年 1500円
18世紀の女性解放思想の先駆者,メ アリ1:ウ ルストンク
ラ=フ ト(1759～1797)について,夫であるアナキズム
理論家のゴドゥィィがその生涯をうづる。●■ :〔

0208〕

【も】

「燃えて生きよ―平林たい子の生産]=声由島字
:|

木酢鞣暮[R幾難
涯を評する。   :  ■ ' ・‐` =■

1 1■ |〔o344〕

「森の家の巫女―高群逸枝」

「八木秋子著作集 口■夢の落葉を」 八木秋子 1::i

■Ⅲ・・  卜::´■  JCA出版 ‐1978年  1800円 〔0288〕

「八木秋子著作集 Ⅲ一異境への往還から」 八木秋子
I            JCA出 版 1981年 2000円
満州引揚げ記,母子寮の記録,著作目録,生涯のあらま
し,な ど。今年 4月死去。 〔0289〕

「山内みな自伝」    山内みな 新宿書房 1975年
1200円

12才のときから身をもって女工哀史を体験し,少女時代
から母親になっても労働運動・婦人運動をっづけ80才を
越え,今日に至るまでの自伝。ひと筋の道を歩んできた
著者の赤裸 な々人間記録。

【ら】

「ラ・ジャポネーズ」  矢島

〔0270〕

翠 潮出版社 1983年
1500円

明治30年, リヨン駐在日本領事と土地の娘の間に生まれ
たキクの生涯を描く。キクは作家になるためパリに出る。
社交界で可憐なラ。ジャポネーズとしてヴァレリーほか

文人に愛され,日本を素材とした作品を発表するが,戦
争勃発によリキクの運命は一変してしまう。 〔0366〕

【り】

「両の乳房を目にして一高群逸枝ノー ト」 石川純子
青磁社 1980年 1500円

「高群逸枝雑誌」掲載の論文をはじめ著者が長年にわた
って追求してきた高群逸枝論の集大成である。 〔0324〕

【る】

「ルクレチア・ボルジア」 M.ベ ロンチ

大久保昭男訳 河出書房新社 1983年 2000円
ルネッサンスの女たちの中で,その高貴な魂と愛の深さ,

苛酷な運命で知られる悲劇の女性ルクレチアの評伝。

〔0330〕

:           【ろ】 ●     ti二 ) .
'「白ニザ・ルクセジブルク」 孝橋正三 :勤

草書房
…                  1969年  1800円

「ギ|:‐ず「議『 1:マ li・ II:1的

「
■ _:: :=〔:   【籾  t       '
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1鷺|11早場
:十

丁Iで鷲習11t金翠二∴苫
生棄義重爆炎濠ぞ7::話諮詈雪蓼最午普i[テ藝喜育象碁
3月 に死去。

上 父堺利彦と同時代の人びと

下 赤瀾会とわたし

〔0280〕

〔0281〕

「わたしの<女工哀史 >」  高井としを 草土ネ化
1980年  1500円

「女工哀史」の著者細井和喜蔵の妻がうづる自伝。10才

で紡績工,夫の執筆生活を助けて女給,夫の死後ヤミ屋

で 5年 ,ニ コヨンで20年。女の苦しみ,貧乏人の苦しみ

の生活記録。底辺でたくましく生きる女性の生活から出

た言葉には重みがある。今秋11月 9日死去 81才〔0224〕

「わたしの中の女の歴史」 村山リウ 人文書院

1978年 1200円

村山源氏と親まれ,源氏物語を験って30年余り9著者が

つづる自分史。              〔0327,

「私のなかの<ユダヤ人>」 l広河ルティ 集英社
.    1982年 880円

日本人と結婚したユダヤ系フランス人が “ユダヤ問題9
ない国"日本へ帰化しようとしたが・…・・。自分のアイデ

ンティティを求め,流浪の民族の歴史への追体験をつづ

る。 〔0360〕

「ゎたしの民間放送史一出会いを求めて」 新井和子

評論社 197骨年 1500円

1948年 GHQの ラジオ課勤務を経て1951年東京放送入社

_禁像を組璽馨艦Z斬稚むこ言え

'曾

舅合二阜2お倉雰負。
.                                        〔0225〕

「妾の半生涯」 1福田英子.1岩波文庫 1958年  150円

: 煮l羊.守f?「脊!事
明治37午

|三中悸,11初悸
本
島境尋

。
:     ´ .   Ⅲ l.1 ■ :|■:■ ■ 1・ ‐   i_::::

― :「 ヮァグナニあ妻コジマTリ ストの埠の愛と策謀」‐ド‐

:   ジョ‐ジ・R。 マレック 伊藤欣二訳 中央公論社
1、 i.|  .    11.:lir l -1983年 1800円

11碁 轟 i畢 腎 言ff澪

ドキュメント

「会津おんな戦記」

【あ】 :  ■ .

福本武久 .筑摩書房 1983年
l    i : 

‐
    1300円

同志社創立者新島裏の妻となった山本八重の若き日を描

く。会津藩に生まれた八重は成辰戦争で女性として切ゆ
て砲隊の指揮をとる。その後明治時代初期の苦難をのり
こえ,京都で,ク リスチキンとして新島裏と結婚。日清
。日露戦争を従軍看護婦として従軍, このような生き方

をした八重の原点を描く。

「愛に渇いた人々」   円より子 白石書店 1983年
1300円

不確実な愛にすがる女たち,権威を失墜 した男たち,そ
の狭間で彿律う子供たち。現代家族の様々な葛藤とその

行方を73の 具体例で描く。 〔8056〕

「あの人は帰ってこなかった」 菊地 敬 ,大牟羅良編

岩波書店 1964年 380円

岩手県の農村部落の戦争未亡人たちの戦後の生活の記録。
〔0294〕

| 
´
       :|  ヽ

「海女たちの四季」   田中のよ 新宿書房 1983年
1 1      1800円

60才の現役の海女が書いた海女生活の15年間。ィ〔8003〕

「あやに哀しき―在中国引き揚げ女性体験記」 ‐

在中国女性友の会 太陽出版 1980年 2000円

在中国女性友の会 (元市州 。中甲方面に在住した女性た

ちで組織された会,戦争の悲惨さを訴え,平和に役立と

うとする)が出版レた戦争体黎記。

「ある青春の軌跡」 鈴木智子 i女子パウ:● 会 '1979年

、  _   ■ :: .11.|%o円
ハジセン氏病治癒者の社会復帰に献身し1:事故にようそ

の籟 ｀
管

を終え
|,ィ :こ子Iン事貸

?テ
許

::101。
1

〔8019〕
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「美しき出会い一回想の18人」:i石垣綾子■ドイ不1版
. ‐  I  t:1  1  1983年  最新刊 1300円
80才を越えた著者に鮮やかな思い出を残した回想の人び

と。アグネス・スメドレー,パァル・′ドック,羽仁もと

子,大宅壮一など。 〔8060〕

「産小屋日記」 森崎和江 '三一書房 1979年  1500円

森崎和江の著作集・ゆきくれ家族論。日本の娼婦性′女

たちの戦後三十年と私他。 〔8025〕

【
'こ

】         .      ::       i

「永遠の農婦たち」    一条ふみ 未来社 1978年
_ 1200円

東北地方の厳しい農婦たちの生活を描く。   〔0221〕

「エプロンが消えた朝」 鎌田邦彦 。イヽ澤則夫

主婦の友社 1983年  1000円

妻のガンと闘った松下電器元広報課長の 750日 。看病,

仕事,慣れない家事と育児の体験をつづった手記と周囲

の人々のコメントで構成。 〔8035〕

.          【お】

「王国の妻たち一企業城下町にて」 木下律子 径書房

'      1983年  1200円

社宅に住むサラリーマンの妻を中心に取材。企業の人間

管理の本質を見抜き,確かな自我を内に育てつつある妻

たち。彼女たちの夫が市民として生活者として,″よリト

ータルな人間に脱皮できるように願いをこめて,妻の側

面をリポートし,企業王国ニッポンの姿を描く。〔1705〕

「音景争」   付
上八

千岱 :,ネ 4ィ ァr書
房

 ::::言

4年前婚約者とドライプ中交通事故にあい失明,そのう

ち婚約者は去っていった。失明という障害を自分の中に

とり込み,母校に再入学。現在社会学部に学卒?4才の女

性の記録。
t ~・ |〔8032〕

kliliml[駆 i:iT繁ガ橿
族 。CO患者の家族は闘いつづけている。炭鉱l`生き,

71FII':「 tiii?「「11lll111串|11
「女が職場を去る日」. :1.“藤典子、、新潮社 1979年

:   : f  l.   ■1  ∫  1:  950円
職業をもつ女性が

「
職業と実父の看病,夫の転動,1娘の

受験などさま{まな問題力1な らまり合|、て苦境!F事 ?ト
■年間の赤裸なな生活記録。,働 く女性が直面した八方ふ

ず写〒章1111尋[11'1:こ

“

著

著者は子宮がん集団検診の日から始まる子宮 4卵巣全摘

出宣告の体験を通して女自身が産婦人科医療について問

:い直すことからはしめなけ

“

ばならないと訴える
「

富士
1見病院事件を生んだ産婦人科医療のあり方を問う:■1■

:|「おんな `部落。沖縄二女性史をとおして」さ卜.11え `I:

it■■t.1 ・ 41、 もろさわようこ 未来社 1974年 1200円
‐
もろさわようこの評論集。著者は部落

`沖
縄の問題はお

んなの問題と切りはなすoと はできないとして,関 らて

きた足跡を記録する。部落と女にとって解放とは何か,

沖縄おんな紀行,な どを集録。 〔8045〕

: 1,   【か】    ― i

「風に向かう人たち,ルポ。生きざま」 真鍋禎男

.  ・    総合労働研究所 1983年 1300円

組合役員を退きフリー・ライターになった著者が “草の

根の思想に生きたい"と して,ひたむきに生きている人

人をルポ。日本の戦後史が底辺から映しだされる。「は

だしのゲン」の作者をルポした “戦争と原爆の……ばか

たれ./"“人間らしくある人間・アイヌ"他。 〔8014〕

「かんばれ ./55歳一定年をどう生きるか」 川原千壽子
マネジメント社 1983年 1200円

著者は元サンケイ新聞記者。30年の記者生活を経て今年

定年退職。“自分の定年と親の高齢化の問題がすしょにく

る。"退職後を快適にすごす人生の知恵にあふれたエッセ

_。 1               1      〔8059〕

【き】       ・    ―

「消えたエプロンールポ。父子家庭」

細川公夫・小笠原信之 大月書店 1981年 1300円

第 7号 “家庭 。家族" p.5を ご参照下さぃ。 〔1550〕

「危機を生きぬくI一アメリカ女性の闘いと希望」
ロパート・コールズ ジェーン・コールズ 水上峰雄他訳

朝日新聞社 1983年 1400円

黒人季節労働者 。エスキモー・メキシヨ系アメリカ人な

ど,貧 しさと差別の中で生きる女たちの姿を描く。〔8010〕

「危機を生きぬくⅡ」 1300F3 〔8061〕

【く】

「北富士の女たち―忍草母の会の20年」 安藤登志子 :

社会評論社 1982年 1600円

権力を相手取って,入会地全面返還■?0年 1こわなPてた

たかってきた北富士演習地の忍草母の会の記録。この闘

争に平和憲法を守る女たちめ力強い足跡をみることがで
きる。.:|:11 1:||11.:1■ 1111〔191'1

理:i3]:襲ll酢霰葬111'「11講
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1 ● 生命をかけ,「 情熱をこめて人間らしい環境を守るため闘

った日の記録。               〔8024〕

「こぶしの花」   大日方妙子 読売新聞社 1983年
980F]

第 4回読売女性ヒューマン・ ドキュメンタリー賞優秀賞

受賞作品。フルート奏者を夢みて勉強中,不治の病にお

かされて21才でこの世を去った若き芸術家の闘病生活を

母の目を通して描く。1984年 2月 15日 ,日本テレビ系列
ネットで放映予定。 〔8055〕

【t′】

重信房子 話の特集

パレスチナからの重信房子の手記。

「ジュネープロ記」 高橋展子 日本労働協会

■  |        【そ】

it「その手を放すな一女が書いた土佐湾台風の記録集」
:i‐     古沢和子 関西騰写堂 1973年 600円
1970年の土佐湾台風の体験記。役所の報告書にも新聞記

事にものらない庶民の記録。        〔8043〕

【た】

「大地の女たち」   向井承子 家の光協会 1982年
_                     1000円

北海道で原野を切り拓くゆきと山形で有機農業の小農に

徹し農村婦人問題にかかわる美恵の二人の生活を対比さ
せたルポ。                   〔8028〕

「闘いとエロス」    森崎和江 三一書房 1970年
1500円

1960年前後の九州筑豊炭田の労働運動と生活の記録。

〔8048〕

「誰も書かなかった戦争」 佐藤早苗 光人社 1982年
1200円

重い沈黙をつづけている生存者の証言をひきだし,歴史
の彼方に葬り去られようとしている戦争を今に語る。

〔8017〕

【ち】

「血と言葉一被精神分析者の手記」 マリ・カルディナ
ル 柴田都志子訳 1983年  リプロポート 1600円

自殺か精神病院行きかの瀬戸際に立たされた神経症の女

性が精神分析を通して自分の狂気の根源にたどりつく言

葉を発見し,全快する。徹底的に言葉を通して自己と対

決し,困難な自己解放への道に至る過程を劇的に再現。

世界12ヶ国で翻訳された話題の書。本号の書評欄にも紹

介されています。 〔8046〕

【1)】

「つい昨日の女たち」   川田文子 冬樹社 1979年
1300円

家事以外の労働に従事し,生活を支えていたおばあさん
たちを取材し,近代化の過程で見失ってしまった女たち
の原点に触れる。   ‐    ‐    〔0234〕

「土と女―出稼ぎ未亡人とその周辺」 真尾悦子

| :::、          筑摩書房 1976年 1200円

1出馨喜彙[更発雪あ笙選を鼻農f惜鴛脊∫!F辱:品i島
°
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【に】

「日本人妻と生きる
=在

日朝鮮人の生活記録」
金 一勉 三一書房 1979年  980円

在日朝鮮人が戦後の混乱期をどう生きたか。著者には

「天皇の軍隊と朝鮮人慰安婦」「朝鮮人がなぜ日本名を名
のるか」(三一書房)な どの著作あり。 〔8039〕

「乳ガンなん力ヽこ敗けられない」 千葉敦子 文芸春秋
1981年  980円

フリーライターである著者がわが身に起ったことを客観

的に報道した,患者による臨床報告である。また一人暮

しの著者は彼女を支えた男友達との部分も赤裸々に書い

ている。著者が乳ガンを克服し,主体的に自分を生きよ

うとしている姿に感動する。フェミニストは乳ガンとど

う闘ったかの記録とも言えそうである。    〔8030〕

【οD】

「遺された妻―横浜裁判 BC級戦犯秘録」 上坂冬子
中央公論社 1983年  1000円

戦犯裁判は指導者たちを裁いた東京裁判のみではない。

兵たちを裁いた BC級戦犯の遣された妻たちの戦後を

取材。 〔8026〕

【は】

「背徳の家」  奥田政子 恒友出版 1982年  900円
人間の奥底にひそむ狂気を見据えて,著者は痛恨の日々

を赤裸々に語る。結婚とは,家庭とは,性とは。〔8054〕

「巴里の空はあかね雲」  岸 恵子 新潮社 1983年
1000円

女優岸恵子がつづるフランス人の映画監督との国際結婚
の破局前後から現在に至る日々のェッセー。  〔8053〕

【て,】

「ひたむきに生きて一坂ちか子の歩み」

坂ちか子の歩み刊行委員会編 凡媒社 1972年  600円

地域のイ十日運動 。保育所運動に先頭に立ってたたかった

若い主婦の自殺を友人・仲間が自らの問題としてあらた
に問い返す。

【ら、】

「フィリピン・レポート」 三好亜矢子

〔8016〕

女子パウロ会
1982年 900円

フィリピンにある東南アジア最大のスラムに二年間すみ
つき,フ ィリピン各地で出会った人 や々体験したことを
レポート。この国の貧困を踏み台にしているわが国にと
って強い反省が迫られる。 〔8031〕

「夫婦一人生の長い午後」 清野博子 ミネルヴァ書房
1983年  1300円

迫りくる高齢化社会をどう生きるか。手引書はどこにも
ない。中年から老年にかけてのさまざまな夫婦の姿を新
聞記者の眼を通して描く。         〔8023〕

「双子座のおんな」 ニッキ。ジョバンニ 連東孝子訳
晶文社 1981年  1500円

いまアメリカで注目されている黒人女性詩人ニッキ 。ジ

ョバンニ。黒人霊歌をパックに歌いあげられる彼女の詩
は人々の魂を魅了する。その彼女が語る自伝。 〔0367〕

め,こ の事件を明らかにした。

【み】 【も】 【や】

「未来を紡ぐ女たち」   林 郁

【ま】

「マイクに生きる女たち一女性アナウンサーに未来はあ
るか」 来栖琴子 水曜社 1981年  1200円
アナウンサーとして半生をマイクとともに過ごした著者

が放送界に働く女性を取材。        〔8027〕

「麻山事件」   中村雪子 草思社 1983年 1500円

昭和20年 8月 12日 満州東部,ソ 連国境に近い麻山におい

て,開拓団がソ連軍の包囲を受け,婦女子四百数十名が

自決するという事件が起った。介錯は十数名の日本人男

子団員であった。筆者は13年をかけて生存者の証言を集

〔8040〕

未来社 1981年
1600円

製糸工女の生きてきた道を原点に,底辺にたくましく生

きる様々な女たちを描き,女の可能性を探る。 〔8037〕

「 もうひとつの大平洋戦争」 仁木悦子 立風書房
1981年 980円

太平洋戦争下,体の不自由な人々がどのように生活し,

どのような体験をしたか,全国から寄せられた手記でつ

づる障害者の記録文集。 〔8012〕

「野性の女よ,さ ようなら」 アンリ・クーロンジュ

窪田般爾 。安藤俊次訳 読売新聞社 1983年 1900円
フランスで年間35万部のベストセラー。アカデミー・フ

ランセーズ小説大賞作品。著者は1936年生まれのフラン

ス人作家。ドレスデン大空襲 。大戦末期のドイッを舞台
に友情・恋愛・親子の愛をもって戦争に立ち向かわせ戦

争の悲惨を描く。              〔8041〕

【わ】

「わが家の思春記一高三の.息子と中三の娘と」
門野晴子 現代書館 1982年 1500円

女性を対象とするカウンセリング “フェミニスト・セラ
ピイ いかるが"を主宰する著者の子育て子離れの記。

「わたしの猪飼野」

〔8023〕

金 蒼生 凡媒社 1982年
1500円

日本生まれの在日朝鮮人として,在日と朝鮮人の間に引

き裂かれながら,日 々の暮しの中から見えぎる祖国にひ

たむきにつながっていこうとする著者の作品集。猪飼野

一大阪生野区にある著者の育った地域の地名。 〔8036〕

◇品切・絶版 。価格改訂のお知らせ◇

0865「新版 日本女性史」 井上清 三一書房

650円 →750円

0482「女は中年から美しい」 藤原育子 海竜社

1000円 →1100円

1228-1233「講座 近代日本女性のあゆみ 全6巻」

汐文社 綱坂

0232「山川菊栄の航跡」 外崎光広 ドメス出版 品切

0295「管野す力¶ 絲屋寿雄 岩波書店 品切

0277「大木よね」 三留現男 田畑書店 品切
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一一女性のための一一

最 新 刊 案 内

-1983年 9月 ～11月

発行及び

第 8号未掲載分一

(自イ云・ドキュメント

関係最新刊書は今号

目録に入っています。)

【性 。からだ】

0091「性的自由について一学生への手紙」
R.ヘ トリンガー 小池和子訳 1600円

0092「ふたりは女―母と娘のたたかいとエロス」

門野晴子 学陽書房 1200

0093「女性とアルコール依存症」 斉藤 学 海鳴社
500円

~0094「
体力づくり全プログラム」 ダイヤグラム・グル

ープ編 高橋睦子・池上千寿子訳 鎌倉書房

0095「男の脳 女の脳」

2500円

新井康充 講談社 560円

敏 性翻

0696「婦人問題論入門」 柴田悦子・久米弘子

法律文化社 1200円

0697「何処にいようと,りぶりあん」 田中美津

社会評論社 1600円

0698「生きたいあなたに一千ッセイ女の哲学」

落合意子・樋口恵子 労働教育センター 1200円

0699「 もうシンデレラではいられない」
コレット・ダウリング 木村治美訳 三笠書房

′ ′                 880F]

0700「現代アメリカ女性作家の深層」

中 道子・渡辺和子編著 ミネルヴァ書房
2200円

0701「 ァメリカのイヴたち」 亀井俊介 文芸春秋
1      1200円

07021「箱の中の人形たち」 石垣綾子

労働教育センター 1200円

0703「フェミニズムの宇宙―シリーズ プラグを抜く
3」 青木やよひ編 新評論 1800円

0704「女性はいまどこにいるのか―恋愛・性・結婚・パー
ト・学習・家庭観などをめぐって」 芹沢俊介

毎日新聞社 1100円

物|ヽ¶

「女の座標―古典と現代の間」 萱沼紀子 汐文社
1200円

「<第二の女性>論―男と女の近未来はどう変わ

る」 千葉康則 婦人生活社 980円

【女性史】

「大正期の職業婦人」(村上女性史の絶筆)

村上信彦 ドメス出版 3300円

「魔女狩りの社会史―ヨーロッパの内なる悪霊」
ノーマン・コーン 岩波書店 2800円

「イエスに選った女たち」 遠藤周作 講談社
1800円

1250

【結婚・家族】

1708「戦前<家 >の思想」 鹿野政直 倉1文社 1500円

1709「 家という病巣」 山田和夫 朝日出版社 1000円

1710「ぃぃ女は離婚する」 松林詔八 せいこう出版
980F]

1711「妻と夫の離婚戦争」 成田克之 けいせい出版
980円

1712「 プロの主婦・プロの母親―ボランティア労力銀行
の10年」 水島照子 ミネルヴァ書房 1300円

0713「結婚モラトリアムー結婚をめぐる現代女性の悩
み」 木下 清 創元社 1200円

0714「母と子の民族史」 F.ルークス 新評論
2200R

0715「講座 主婦 3 動き出した主婦たち」 汐文社
1200円

0716「結婚・離婚の深層―ケースにみる日本の男と女」
秋山さと子 白石書店 1200円

0717「マンハッタン式家族合わせ」
ノーマン・クライン 河出書房新社 1600円

膀 働 。他】

3089「婦人差別撤廃条約」 中島道子他

労働教育センター 1200円

3090「働く女性百年のあゆみ」 」ヽ島恒久

河出書房新社 1400円

3091「もうひとつの働き方」 藤原房子 海竜社
1100円

3092「パートに出たら」 読売新聞婦人部 読売新聞社
880円

3093「ME革命と女性労働者」 コンピュータと女性労

働者を考える会編 現代書館 1600円

3094 雑誌 思想の科学 No.38

「働く女がつくる生活」 思想の科学社

4684「図説老人白書 1983年版」 三浦文夫編 碩文社
2700円

7028「女の霊力と家の神一日本の民族宗教」 宮田登

人文書院 1600円

8049「教科書に書かれなかった戦争 Part 2-ァ ジァか

らみた大東亜共栄圏」 内海愛子 。田辺寿夫編

JCA出版 1800円
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《あなたの情報・私 の情報》

ウルフが描いた結婚

村松加代子

ヴァージニア・ ウルフの処女作には恋愛中の青年が,

世に行なわれている結婚の実態を分析する場面がある。

「深い愛情に結ばれた夫婦でも,結婚生活は妥協にみち

ている。妻は常に夫に一歩譲り甘やかしている……・他人

に対してこの上なく正直な妻でも,夫には正直さを欠き,

友人達に対してもまた,彼 らの意見が夫と対立すると正

直に接するのをやめてしまう。」「結婚は男にとってより

も女にとって一層始末が悪い。」(船出)さて,14年後の

作品には, 老婆が 自らの人生を振り返る場面がある。

「毎度の夕食は料理しつくし,皿や茶椀も洗いつくした。

子供達は学校をおえ社会に出てしまった。何も残ってい

ない。」(私だけの部屋)結婚をめぐる青年の感想と老婆

の決算報告の残酷なコントラストよ′しかしウルフは自

分を見失う怖しさを暴露しながらも,切ない愛情をこめ

て,女にとって真実で自由な結婚と幸福な生き方を具体

的に示すのを忘れない作家でもあった。生涯の果てに老

婆と同じ寒々としたつぷやきをつぶやかずにすむために

も, ウルフを是非御一読いただきたい。極上のダイヤの

前を素通りするてはないのだから。

(〒174東京都板橋区常盤台1-38-6

朝日常盤マンション303)

ウイメ ンズ 。ブックスの灯をともしつづけて。/

江口 じめお

いつもたくさんの本 の情報 ありがとうございます。

「性と平等」No 12に “女の本屋,苦戦中"と載ってい

たので,ア レッと思って読みました。情報を頂くばかり

で,本は近くの本屋に注文 してしまい,何となく後めた

い気もしていたのです。

駒尺氏の「魔女の論理」結婚する前に読んでおきたか

った本です。心の中のモヤモヤ,何かおかしい,ど こか

自分をごまかしているなと思っていた様な事がスッキリ

書いてあって,ア ア,コ レダッタンダと胸の中にわだか

まっていたものがスッキリしました。本当に良い本を紹

介して下さってありがとう。友達にも購入をすすめまし

た。化粧代や着る物には,惜 しみなくお金をかけるのに,

どうしてわずかの金額の本一冊買わないのか,私には理

解できませんが・…・・。

最近古在由重氏の「草の根はどよめく」を読んで大い

に勇気づけられました。勇気なんてことばを使ったのは

何年ぶりでしようか。ご紹介させていただきます。

これからも大変なことばかりでしようが,松香堂のプ

ック・ リストを何よりの楽しみにしている私のような地

方の人たちがたくさんいらっしゃると思います。どうか

灯をともし続けて下さい。

(〒849-12佐賀県杵島郡有明町大字牛屋1418)

最新刊案内のつづき

「女性とは何か 上 身体篇一―性科学的発見」

E.シ ュルロ,0.チ ボー編 西川祐子・天羽すぎ子・

宇野賀津子訳 人文書院 3800円 〔0096〕

「女性とは何か 下 心理・社会篇一一新しい女性学」

E.シ ュルロ,0.チ ボ=編 西川祐子・天羽すぎ子訳

人文書院 4200円 〔0707〕

「ハマナデシヨと妻たち」 田中澄江 講談社 1200円

〔0388〕

「1930年代を生きる」 牧瀬菊枝 思想の科学社

1600F]  〔0393〕

「女性のためのブック・ガイド・プック

ーー暮しを楽しむ600冊」

文化出版局 880円 〔7328〕

ウィメンズブックストア

今年のベス トセラーズ

(1983年 1月～1983年 11月 15日 )

①魔女の論理 駒尺喜美 エポナ出版 920円

②ひとすしの道 1,2,3 丸岡秀子 偕成社各950円

③講座主婦 I 主婦はつくられる Ⅱ 壁の中の主

婦たち 汐文社 各1200円

④日本語と女     寿岳章子 岩波新書 430円

⑤アメリカ女性学入門 B・ シンクレテ 勁草書房

i2000円

⑥女の子はつくられる 佐藤洋子 白石書店 980円

⑦女性の歴史 上 下 高群逸枝 講談社文庫 560円

③悲しみを裁けますか 日本家族計画連盟

人間の科学社 980円

⑨主婦論争を読む 1, Ⅱ 上野千鶴子編 勁草書房

各19∞円

⑩女性が自由を選ぶとき ジゼール・アリミ

JCA出版 1200円
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ミ ニ コ ミの 女 た ち

第 7回

<おんなの叛逆>の

久 野 綾 子

女は男に従うもの,夫が浮気するのも妻が悪いと親に

たたき込まれ信 じ切っていました。ある時,職場の時間

外賃金が男女に違いがあるとわかり,無性に不当な感じ

がして女たちに呼びかけ労使交渉に持ちこんだのです。

それが差別に基づいているとは露知らずでした。いま思

えば貧困極まりない損だという感覚の行動がはずみとな

つて,「おんなの坂逆」が生まれました。1971年です。

幼稚だと指摘されても,勇ましい誌名に反じ中身は穏

やかといわれても,「え ?」 という感じで, 文字通り暗

中模索。差別,抑圧のなんたるかもわからないうちに次

々と,全国の女たちから,出会いたい, ミニコミを読み

たい,話を聞いて,グループを教えてと手紙や電話が殺

到。

明確な考えをもって創刊した他誌と違い,本誌はまこ

とに心もとない出発です。いきおい身近な関心事をわか

りやすくまとめるのが精いっぱい。中絶,胎児チェック,

職業病,お茶くぅ, ミ不コンテスト,化粧,喫煙と女ら

しさ,女性の年齢,迷惑電話,女の靴,性などを取り上

げてまいりました。これらのテーマと真剣に向き合い,

多くのさまざまな女たちと出会い,少 しずつ差別,抑圧

の現実がわかってきました。

おんなの飯逆の編集者だからどんなにかすごい人だと

自己 紹 介

会社員。アジアの女たちの会会員。
タバコの害を追放する人びとの会
世話人。

連
　
載

思っていたのに,普通の人,ただの人だったのですねと

よくいわれます。そのただの人,ダメな人でも,や る気

さえあれば,やればできるのです。どんなことでも。

やってみようという意志,やればできるという実感は,

依存・服従生活から脱出して自らの意志で歩く自主的生

活を手に入れた喜びに近いものです。

いいかえると,本誌を,1刊 したものの,私は男たちの

判断 。行動に寄りかかり女らしさに固執するわが身にが

く然となりました。本誌をつくる作業はまさにそうした,

私にこびりついている間違った女らしさとの,関いの連

続です。すでに十年以上も悪戦苦間中ですが,一度こび

りついた「あか」を洗い落とすのは,なんと難しいこと

でしょうか。

ミニコミづくりは私自身の内なる闘いとはいえ,ゃ は

リー人でも多くの女たちに読んでほしいと願っておりま

す。いずれのミニコミもそれぞれに特長あり,共感あり,

最新情報あり,得るところ大です。単行本とはひと味違

った親近感があります。ぜひご愛読を。

それとも,あなたがミニコミをつくり始めませんか。

「おんなの叛逆」=1冊 250円 。送料200円 。

(〒467名古屋市瑞穂区熱田東町堀田団地4704)
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! 現在ウイメンズ ブックス トアで扱つているミニコミ i
| |

5148「国連経済社会理事会売春問題報告書一一婦人の

地位向上活動。平等 。発展 。平和一一」

春売問題ととりくむ会 (1983.9)400円

5249「性と平等12号 (エ スペラント語国際通信誌の日本

語版)一一積極的差別とは何か他」

(1983.10)250円

5250「 WISE lo月 11月 合併号一一特集 心と身体のコ

ンチェルト」 (1983.10)300円

5251 「アジアと女性解放 No.14-一特集 侵略と性」

(1983.8)400円

「Wife No 184-一特集 私の災害体験」

(1983.10)450円

「あい 8月 号一一どうかわる年金制度他」

(1983.8)600円

「あい 9月 号一―今が最高に充実の時(60歳からの

大学生たち)他」 (1983.9)600円

5255「婦人通信287号一一自主管理X年他」

(第 8号発行後に入荷したもの)

5261

5262

(1983.10)250円

5256「婦人通信288号一一夫婦ってなに(離婚体験から)

他」 (1983.11)250円

5257「婦人通信289号―一粗大ゴミ返上 (私の定年後)

他」 (1983.12)250円

5258 「日本女性学研究2号一一特集 いま女性の教育

と就業をつなぐために」

日本女性学研究会教育者会議(1983.11)1000円

「女性学年報 4」 日本女性学研究会

5260「いしゅたる創刊号」

(1983.11)800円

(1982.10)500円

詩とエッセイの雑誌 編集発行人 堀場清子

「いしゅたる No.2」 (1983.2)500円

「いしゅたる No.3-一特集 。女にとって戦後と

は?」

5263「いしゅたる No.4」

(1983.7)500円

(1984.1)500円

編 集 雑 感

このところ伝記 。聞き書きなど特定個人の人生を取り

上げた本が急増しています。これらの本は一個人の生活

を記録するとともに,そ の個人の生きた時代や社会を浮

び上らせています。

女性史に登場する有名女性の自伝 。評伝もさることな

がら,名 もない女性の自伝・聞き書きなどに出会うのも

今回の目録づくりの楽しみの一つでした。ペンを一度も

とったことなどないような,ま た自分の人生を人に語る

こともなく地をはうようにして生きてきた女たちが,自

分の人生を振り返り,それを記録するうちに,自分を客

観化することができたり,自分の生きた時代と社会が見

え出したりして,筆者たちは “書く"という作業に価値

・
を見いだしています。底辺の名もない普通の女たちに書

く機会・語る機会 (聞 き書き)を与えた出版人の良心に

触れる思いのする本が多くありました。目録の中にそれ

を読みとっていただけたらうれしいのですが,紙面に限

りがあり,ちいあまりて言葉たらず"の 内容紹介になって

しまったことをお許し下さい。出会った本にのめりこん

でしまい目録づくりの作業が進まないこともあるほど好

書にあふれた今回の目録編集でした。

このところ,売れる本,話題性のある本,に出版が集

中し,新刊ラッシュてペストセラーはあつてもロングセ

ラーなしといわれる出版界にあって,内容の質を落さず

出版の使命にあふれた良心的な本を世に送り出そうとし

ている出版社も多くあります。ウィメンズ・プックスで

ご紹介している本は,そ ういった部類の本がほとんどて

す。一般に,そ れらは人文 。社会科学関係書で,活字ば

なれの特にひどい分野だと言われています。出版社・著

者の熱意にもかかわらず,売れずに返品されることが多

いのです。このような状況の中で,ウ ィメンズ 。ブック

スではいい情報を会員の皆様にお届けすることによつて,

ささゃかながら本と読者の橋わたしのお役に立てたらと

願っております。なお一層のご支援,ご教示をたまわり

ますようお願い申し上げます。

(編集室 木下明美)
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「血と言葉―

被精神分析者の手記」 〔1240〕

マ リ・ カルデ ィナル

柴 田 部 志 子 訳

リプ ロポー ト

女性は何によつて抑圧 。東縛から自己解放できるのであろうか。「血と言葉」でマリ・カル

ディナルは精神分析を通して言葉によつて解放されていく過程を追う。この作品は第一人称で

語られた分析の記録というドキュメンタリーの要素と,胎内から出る血が言葉へと変わるとい

う文学的象徴をともなう葛藤の ドラマという小説の要素をかねそなえている。この文学形式そ

のものが従来の文学ジャンルに対する挑戦といえよう。さらに自己体験をすべて言葉によって

名づけようとする試みは,言葉と意味の伝統的な関係への挑戦でもある。言葉は今まで既成の

価値観を担わされてきた。そこで被精神分析者である語り手は,言葉のもつ意味を問い直す。

まず肉体に言葉を与えることによって肉体を取りもどす。腟の発見は女性の状況に目を開か

せ,男性への恐怖がその権力への恐怖であったことを認識させる。やがて彼女は権力を共有す

ることによつて男 。子供との新しい関係を築けることに気づく。精神分析の圧巻は,階級 。社

会から押 しつけられた女の役割を演じる母の仮面をはかしていくことによって自己自身を見つ

ける過程であろう。こうして「 自分を破壊し,喪失し,嫌悪した」語り手が,「生への意欲」を

得て蘇生する。主題の重さのために決して楽しく読める本ではない。 しかし読後の勝利感は,

暗がりにあつた女性の生理・心理の謎を明るさの中に取り出せた語り手のなまの言葉を追体験

: できたことによるのだろう。

レ′′″″″″″″″″″″ ″″″″″″″′′′―″′′̀

(渡辺和子)

′′′″″″″″″″″″=―″′′′′″―′″″″―′′′″″=′′″′′″=″″″～″″一″″″″ハ

編 集 室 か ら

◎今回の自伝。評伝は女性史と関連 したものも多く, 8

号 (女性史)も合せてご参照下さるとより解り易いか

と思います。次号は男女雇用平等法に関心が集ってい

る折から婦人労働,法律,経済を特集し,1984年 3月

発行の予定です。

◎今年も最後の号となりました。会員の皆様のご支援あ

りがとうございました。来年も皆様と共に頑張ってゆ

きたいと思います。何卒ひき続きご支援,ご指導下さ

いますようお願い致します。

◎今年の会費未納の方どうか一日も早 くお振込み下さいo

また来年分の会費 1,500円 も同封振替用紙でお振込み

頂けると大変幸いでございます。何分にも皆様の会費

で会報をお届けしておりますので,よ ろしく。

どうぞよいお年をお迎え下さいませ。

(中西豊子記)

＝

原

稿

募

集

＝

上記の書評欄へ投稿をお待ちしています。

女性の目で見直した鋭い批評や,視点を変えた

ユニークなものをお寄せください。

400字詰原稿用紙に約 1枚半,600字前後です。

住所とお名前,電話番号も原稿用紙にお書き添え

ください。掲載させて頂いた方には薄々謝,進呈

致します。

「あなたの情報 。私の情報」。あなたの主張,伝

えたいこと,知 って欲しい本,御意見等に御利用

ください。400字以内。住所とお名前,電話番号

を原稿用紙にお忘れなく。但しこの欄は申しわけ

ありませんが薄 謝々も差し上げられませんので念

のため。 上記両方とも次号の締切は1984年 1月

末日。

宛先は 602京都市上京区下立売通西洞院西入

松香堂書店「 ウイメンズ ブックス係」です。


